
 １２月定例会における農林水産常任委員会の概要  

 

◆１２月１８日（火） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時１５分～午前１１時２３分） 

           閉会 午後 ０時０４分 

 １２月１９日（水） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１０時４６分～午前１０時５５分） 

           閉会 午後 ０時０３分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第158号 平成30年度山形県一般会計補正予算（第４号）中 所管分 

議第178号 
山形県家畜保健衛生所使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の

制定について 

 

（２）報告事項 

 農林水産部長 

 ・平成31年産米の「生産の目安」について 

  

（３）審査内容 

  議案の詳細について、関係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑と

所管事項に関する質問を行った。 

 

（４）採 決 

  付託された２議案については、全員異議なく、原案のとおり可決すべきもの

と決定した。 

 

（５）主に議論された項目 

◇アユ釣りの遊漁者増加に向けた取組みについて。また、共通遊漁承認証の値

上げ方針及び遊漁者などへの周知状況について。 

◇農業分野における外国人技能実習生の受入状況について。また、今後の本県

における受入れの増加を図るため、外国人労働者に対する情報発信が必要と

考えるが、受入れの増加に向けた課題と取組みについて。 

◇本県における畜産物の輸出状況と輸出における食肉処理場の利用状況につい

て。また、本県の食肉処理場のあり方の検討状況及び今後の方向性について。 

◇平成30年産米について地域や生産者により収量差が拡大した原因と今後の対

策について。 



◇人口減少と高齢化による耕作者減少の状況を踏まえた持続的な農業生産体制

の維持に向けた取組みについて。 

◇山形県水難救済会の組織体制と同会における漁業者の活動状況について。 

◇農林分野における専門職大学の設置など農林業人材育成の検討状況について。 

◇さくらんぼや西洋なしにおける他産地との差別化の取組みの内容とその効果

について。 


